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三重地域まちづくり計画策定 

のためのアンケート結果報告書 
 

 

【地区の概況】                       【アンケート 回収率】 

世帯数 人 口 男 女 
 

配布数 回答数 回答率 

143世帯 328人 165人 163人 240 202 84.2% 

（H26.2.28）  

 

１ あなたの性別をお尋ねします。 

 

（単位：人） 

 

 

２ あなたの年齢層をお尋ねします。 

 

      （単位：人）  

 

 

 

 

３  あなたは、自分の家庭や地域が 5年後、１０年後、20年後どうなっていくか将来の姿を 

考えたことがありますか？ 

 

             （単位：人） 

 

 

 

 

男 99 

女 96 

未入力 7 

計 202 

１０代 4 ６０代 40 

２０代 8 ７０代 39 

３０代 16 ８０代 24 

４０代 27 未入力 1 

５０代 43 計 202 

考えている 132 

考えたことがない 54 

考える余裕も必要もない 9 

計 195 



  

はい 

69% いいえ 

8% 

わからな

い 

23% 

先祖代々

住み続け

ているか
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33% 

家や田や

山がある

から 

37% 

人付き合

いなど生

活が快適

だから 

18% 

仕事があ

るから 

8% 

その他 

4% 

仕事がない 

17% 

家がない、また

改修が必要だか

ら 

31% 

人付き合いなど

わずらわしいこ

とが多いから 

17% 

地以外で生活し

ている家族や親

せきに一緒に住

もうと言われて

いるから 

13% 

その他 

22% 

４ 今後もこの地域に住み続けたいと思っていますか？ 

 

         （単位：人） 

 

 

（はい）         （単位：人） 

 

 

（その他） ・高齢でもあり他所へは行きたくない。 

・自然が豊かだから 

・他に住む所がない。 

・今移動する元気がない。 

 

（いいえ）                       （単位：人） 

仕事がない 4 

家がない、また改修が必要だから 7 

人付き合いなどわずらわしいことが多いから 4 

地以外で生活している家族や親せきに一緒に住もうと言われているから 3 

その他 5 

計 23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい 139 

いいえ 15 

わからない 47 

計 201 

先祖代々住み続けているから 73 

家や田や山があるから 82 

人付き合いなど生活が快適だから 40 

仕事があるから 17 

その他 9 

計 221 



  

少し良くな

る 

4% 

変わらない 

45% 

少し悪くな

る 

22% 

悪くなる 

26% 

その他 

3% 

５ この地域での暮しは、今後どうなっていくと思いますか？ 

 

          （単位：人） 

 

 

    ○その他 

・ 良し悪しで判断したくない。 

     ・ 今住んでいる大人の努力が必要、何も手を打たないと悪くなる。 

 

６  この地域が発展していくためには、人口を増やしていくことが望まれますが、この地域

の魅力を高めて、地域外からの定住者促進いわゆる Uターンや I ターンの人たちを受け入

れるためにあなたはどのような対策が必要と思いますか？ 

 （U ターンとは、地元で育った人が帰ってくる、I ターンとは出身者でない人が帰ってくるという意味です。） 

 

（自由記述） 

 近い将来交通の便も良くなるので、今あるものを活かした対策を。 

 この地域の財産である土地（畑、田）、空き家も利用し、短期間の人でも地域外の人の受入

れをする。これからは「食」の問題も大事と思う人が多くなる（？）ので農業、野菜づくり

などを体験するシステムを作る。 

 住宅や宅地の提供、賃貸含む。（6人） 

 交通の便が良い。仕事がある。小売店等がある。 

 Ｉターンの人達への土地の提供。 

 交通の便、若い人たちに喜びを感じる工場など。 

 店も多くなれば田舎もいいかなぁと思うんじゃないか。 

 働きがいのある会社、仕事を増やす。 

 企業誘致。（2人） 

 独身者の婚活。（3人） 

 「よそ者が」「あの家の人は」という話をしない。 

 新種の動植物の発見。珍しい物の発掘。観光開発等の土地の提供。 

 新婚旅行のプレゼント。(国内 5日間くらい？） 

 極端に人口が増える事はないと思うが、減らない努力は必要で仕事場の確保。 

 働く場の確保（19人） 

 観光産業の充実。 

 大人が子供にここで暮らすことの良さを伝え、大人になっても住み続けたいと思えるような

育て方をする。 

良くなっていく 0 

少し良くなる 8 

変わらない 84 

少し悪くなる 40 

悪くなる 49 

その他 5 

計 186 



  

 余りある田畑の有効活用。 

 地元に帰ってこようと思う地域の懐の深さ、つながりを。 

 若い人達の中には地域の人付き合いがわずらわしいと思われている方がおられると思いま

す。コミュニティのあり方を考える。又若者のターンは子育てをする為と思っていい程だと

思います。村の中心部に公営住宅を建設することで地域に住んでもらい、良さを感じてもら

う。 

 一番に働く所がないのが問題だと思います。働く所が増えれば空き家などを貸して農業や畑

も貸して定住者が増えれば良いなと思います。 

 皆が歓迎し、気遣い平和を保つ努力を。 

 【ソフト】何か施設を作るという発想ではなく、受け入れて育む”人間の輪（和）”が第一

であり、広くその意思表示をする。（ネットなどのＰＲ） 

【ハード】は来る人の希望、夢を実現する為に適したことに取り組む。 

 住みやすい環境づくり。 

 例えば「定住者促進プロジェクトチーム」を組織し、住宅地を適正価格で紹介したり、新し

く住む人のニーズに応える条件を提供する組織づくり。 

 若い家族や子供達が安心して遊べるための遊具を設置した公園を作るなど、子育て環境を整

備する。 

 農業ではハウス園芸等を広め働く人が増える事が必要。 

 退職した人達が単純な仕事でも良い働く場をつくること。 

 医療機関の充実をし、リタイアした都会サラリーマンが入ってこれるような地域を作れば I

ターンが増加するものと思います。 

 府営、市営住宅の建設。住宅地整備。 

 森本工業団地に企業を誘致する。（3人） 

 働く場所を増やす。域外から来た人もとけこみやすい雰囲気を作る。 

 夢のような事は書けない。 

 道路の新設（国道直結の）と企業誘致。（竹野川利用） 

 就職できる所が無いため、若者が就職できる会社などの誘致が必要。 

 地域全体が Iターン者を受け入れるという気持ちにならないといけないのではないでしょう

か。住宅も空き家はもちろんリフォームしたりして、アパート・マンション型でなく一戸建

ての集合住宅とし、（外観は古民家風にしたり）田舎の景観を損なわないような建物にする。 

 小さい子供にも三重に住み続けてほしい事を教育する。 

 空き家を積極的に貸す体制にもっていく。（奥大野には他地区から移り住んでいる人達が多

い事を参考にして全国に発信する）農地も貸す。または売る。 

 U ターンできるような働き場所があると良い。（森本工業団地に企業が来ると良い） 

 空き家の有効活用。（3人） 

 まず体験してもらうための空き家(宿泊）の用意。 

 荒れ地を無くすため、I ターンを考えるべき。 

 食の安全が守られる農業。農業で生活が成り立つやり方に。 

 U ターンについては問題はないが、I ターンについては。 

 三重は閉鎖的なところがあるように思われるので、この部分の払拭が必要では。 

 森林を破壊しない程度に都会化をする。 

 丹海バスだけでなく住民の足となるようなものがあると良い。（高齢者や車の免許のない人） 



  

 Ｕターン、I ターン住民を増やす仕事をつくる。 

 仕事があること。交通の便をよくする。 

 方法はわからないけど活気づける。 

 経済基盤→仕事場 

 災害に強い箇所で交通網の促進。 

 仕事があり、住む場所が必要であり、それを整える事が必要。 

 若者の働く場所、仕事があることが必要。 

 人口を増やすには仕事、生活に便利ないわゆる都会化が考えられます。 

 限られた三重の谷の中では仮に実現するにしても農地が減って景観が変わってしまうこと

も考えなければならなくなるような気がします。 

 京丹後に仕事を増やす。働く所を増やす。 

 三重、森本はそうはいっても、他地域に比べればそれほど過疎化は深刻に思えない。 

 U ターンは歓迎できても、I ターンなど多くなり従来の景観が損なわれていくのも心配だ。 

 空き家、農業、林業等（儲かる農業を考える） 

 都会の人たちに宣伝する。 

 大宮町で働く場を多く作り、定住できるようにする。 

 新しく住む人の歓迎会。 

 地元もしくは近くに勤務先があること。 

 住環境を良くして行く。（農地改良、獣害対策、用水対策） 

 まだまだかけている事が沢山ある。枕を高くして寝られる環境を作る事です。 

 計画倒れにならないように先ず一角から進めてほしいです。 

 

７ この地域が将来どうなって欲しいと思いますか？ 

 

（自由記述） 

 子供の声が多く聞こえる地域。（5人） 

 今の景色はそのまま残っていてほしい。 

 このままの状態だと後５年、１０年後は年寄りばかり。 

 子供たちの遊ぶ声も聞けない状態はまちがいなく来る。そう遠くない年月に。 

 三重の人口が増えてほしい。（9人） 

 今のままの三重でよい。（5人） 

 わずらわしい近所付き合いがなくなってほしい。 

 特に悪い噂話などをする等。 

 自然運動公園整備、動植物保護区の設定。 

 穏やかで過ごしやすい環境の地域。 

 高速道路が開通するので、地域の発展を望む。 

 豊かになって欲しい。 

 若者が帰って家を守ってほしい。 

 老人が楽しく暮らせる地域になって欲しい。又、老人同士できることは助け合って行きたい。 

 子供の声が聞こえるのどかな地域。（4人） 

 今後の地域行事を担っていく若者層が少なくて不安です。 

 井戸端会議がそこらかしらで見られるような地域。 



  

 若者や子供達が住める魅力ある地域に。 

 道路整備。(バイパス） 

 この村の出身者で区外、市内に居住されている人を再び迎え入れる下地づくり。何が原因で

村に住めなかったのか、その理由を調べられると参考になると思う。 

 集落排水もあり、生活環境は優れている。 

 農地転用の制度が住宅確保の障害になっているのではなかろうか。規制の緩和を行政に要求。 

 近所同士、助け合い協力し合え、繋がりが持てる地域づくり。 

 人数は少なくても、お年寄りから幼児まで、どの世代の人も住みやすい地域。 

 人数が少ないからと過疎ではなく、高齢者しか住んでいない地域を過疎と考えています。 

 人数の多い少ないはあまり関係なく、どの世代の人も大切です。 

 峰山町（京丹後市の中心部）にも、宮津市（天橋立）にも同じくらいの時間で通勤、買い物

等に行ける位置にあり、通過点ではあるが都会の人を呼び込む知恵が欲しい。 

 発展というよりも安心して安定した生活ができるような所であってほしいと思います。 

 心から人と人が助け合い協力し、暮らし易くなって欲しい。 

 放置農地・山林が改善されること。家もしかり今後増加してきます。親が亡くなり子供は都

市に住んでいる。 

 京丹後市の玄関口としての位置付けを。 

 今の(幼児・小学生・中学生の)子供達が戻って住みたいと思えるような地域に。 

 お年寄りも生きがいを持って生活できるような特産品を考え開発する。 

 例として休耕田にふきの栽培。 

 住んでいる人みんなが知恵を出し合い住みやすい地域づくりを進めて欲しい。 

 若い人をもっと自由に受け入れるべき。 

 高齢者と子供達との交流がもてる地域に。 

 やはりＵターン、I ターンにて区民の増、及び仕事があるようになれば。 

 地域のふれあいが増える町づくりがおこればいいなあと思います。 

 自然豊かで静かな山村。 

 便利に町中へ外出できる。 

 道路のごみが減る。 

 放っておくと地域が無くなる。 

 若者から年寄りまで楽しく働ける場を作り、活気ある村であればと思う。 

 小学校が戻って欲しい。 

 全校100名以内でも良いと思う。 

 田んぼに囲まれ、自然が豊かで子供達の声が響いてくる地域。 

 若者も年寄りも元気に生活できる地域。 

 都会ではなく、田舎のまま適当な人口を保ってほしい。 

 地域自体は無くならないでほしい。 

 10年後、人が１０％増えていればいい。 

 発展しないのは仕方がないが、過疎にならないで欲しい。 

 若者の結婚が少なく独身男性が多いので、結婚できる対策を。 

 安心して暮らせる地域であって欲しい。 

 豊かな農村など。 

 安全で安心て暮らせる地域。 



  

思う 

87% 

思わない 

3% 

わからない 

10% 

思う 

85% 

思わない 

1% 

わからな

い 

14% 

できる 

17% 

できない 

28% 

わからない 

55% 

 大宮町にあるこの地域の良さを大切にしたい。 

 丹後半島全体が元気にならないと…。 

 その為には若者が就職できる状況を作らないと元気にならない。 

 将来像が見えてこない。 

 自然環境が良いので住宅地として、又公園等整備する。 

 長いスパンで考えると最終的には自然に帰す。 

 Ｕターン・I ターンにより若い方が戻り、通勤できる範囲に雇用があり定住。 

 今まで通り、この地区の自治会活動ができる地域。 

 笑顔が溢れる交流が続く町に。 

 若い人達が都会で暮らすのではなく、田舎へ帰って来てほしい。 

 

8  地域が発展していくためには、人口を増やし若い人たちが生活できる経済基盤を作る必要が 

あると思いますか？ 

 

        （単位：人） 

 

 

 

 

9 これからは人々がともに支え合い助け合ってみんなで課題を解決していく共助の意識と行

動が大切になると思いますか？ 

        

        （単位：人）   

 

 

 

10 これからの地域づくりは、行政に頼らず、自立できる地域にしなければならないと思いま

すが、あなたはみんなの力でそれができると思いますか？ 

 

        （単位：人） 

 

 

思う 168 

思わない 6 

わからない 20 

計 194 

思う 161 

思わない 3 

わからない 26 

計 190 

できる 32 

できない 54 

わからない 104 

計 190 



  

11 あなたの住んでおられる集落（区）を今より住みよくするためには、どんなことが考えら

れますか？ 

 

（自由記述） 

 ライフラインの充実。（2人） 

 若い人達が喜びを感じられる区に。 

 子供の笑い声が聞こえる区や集落に。 

 働く場所が必要。 

 バイタリティ、頭の柔らかい若手の出現。 

 目玉商品の発掘。 

 みんなで協力をする。 

 交通網の強化。 

 人の良くない噂話をいい気になってしない。 

 学校、役所、老人ホーム、病院、大型マーケットなど。 

 このままで良い。（2人） 

 三重バイパス道路整備。（3人） 

 みんなで協同作業を考えたらいいと思う。 

 若い世代の交流や結束。 

 お金が多くなくてもゆとりのある自然と共に生活できる。 

 集落であれば良いと思う。 

 遠くまで行かなくても買い物ができる町や村であってほしい。 

 竹野川堤防、グランド、屋外での談話などできる。”遊歩道” 

 清流を活かした”憩いの広場”を整備。 

 経済と文化の基盤を作ることとその融合が大切。 

 住みやすくするための条件…道路の幅を広くする整備。 

 冬季除雪の負担軽減。（2人） 

 夜間、地域の街灯を増やし明るくする。 

 獣から田畑を守るなど困っている事のそれぞれの解消。 

 楽しく住むことができるための条件…テニスコート、ボード場など遊びやスポーツができる

施設。 

 花が楽しめる公園。遊具など沢山あります。 

 心から人と人が助け合い協力し、暮らし易くなって欲しい。 

 妬みや誹謗、中傷の狭い田舎意識でなく心から協同する。 

 共存できる地域、住民であることを自覚したい。 

 自分さえよければと考える人が多いので、もっと全体の事や人の事を考えるべき。 

 京丹後市の玄関口としての位置付け。 

 子供が安全に遊べる公園ができること。 

 お年寄りがどんな天候の日でも集える場所があること。 

 集落内道路の拡張工事が必要だと思う。（2人） 

 高齢者向けの便利屋の日を設ける。（修理、ごみの運び出し、掃除、その他頼まれたことを

してあげる。） 

 外を歩いていて誰にも出会えないような村は寂れたイメージ。 



  

思う 

14% 

思わない 

11% 

わからな

い 

37% 

テーマに

よっては

かかわり

たい 

38% 

 道にも田畑にも山にも人が目につくような村が良い。 

 農作業の負担が大きいと思いますが、お年寄りの力を発揮できる組織があればいいと思う。 

 峠をなくすことで老人の自転車での移動が楽になる。 

 生活環境を良くする。 

 住宅や交通の便のよさや物を買う店を作る。 

 自然を活かした新産業を立ち上げる。 

 高齢者でも簡単に外出できるように交通の便を良くする。 

 店と病院、交通機関が必要。（2人） 

 農業を発展させる。農業で食べていける収入の確保。 

 保育所の跡地に介護施設をつくって欲しい。 

 山で北側と途切れている感じなので山を削る。 

 村として取り組むことがあれば、全住民が個人のだけで考えずに協力し合える必要性がある。 

 事業とか村が行うことに住民が協力すること。個人のエゴを無くすこと。 

 協力し合える意識や環境が整っている。 

 若者の定着、生活（医・食・住・学）の便利さ。 

 買い物が便利にできると高齢者には住みやすくなると思います。 

 若者が暮らしやすい集落。 

 学校がなくなり少子化は将来心配であるが、この地域というより丹後の活性化を考えていく

べきではないか。 

 高齢化で悩む農業のあり方も含め、もっと大きなくくりで考えるべきだと思う。 

 この地域は立地条件も良いし、若い人は帰ってくるのではないだろうか。 

 空いた家を開放して３～４人が一つ屋根の下で生活できるようにする。（互助の生活） 

 歩いて行ける所にコンビニができたら良いですね。 

 区長などの仕事を当番制ではなく賃金の発生する仕事にするべき。 

 自己主義をなくし、昔の近所付き合いのできる街。 

 月に一度は区民休日デーに。 

 

 

12 あなたは、三重、森本地域の将来計画となる「三重・森本里力再生計画」策定に積極的に

かかわっていきたいと思いますか？ 

 

 

             （単位：人） 

 

 

 

 

思う 26 

思わない 21 

わからない 70 

テーマによってはかかわりたい 73 

計 190 



  

思う 

56% 

思わない 

11% 

わからな

い 

25% 

努力が足

りない 

6% 

その他 

2% 

農業の持続できる

体制づくり 

18% 
高齢者福祉対策 

10% 

独居老人対策 

6% 

過疎地の集客機能 

6% Ｕ・Ｉターンなど

定住者の受け入れ

体制整備 

16% 

空き家対策 

3% 

特産品の開発 

4% 

産業お越し雇用

の場の創出 

14% 

青少年教育 

1% 

地域のＩＴ（情報

技術）戦略 

1% 

地域コミュニ

ティーの再構築 

4% 
救急医療体

制整備 

7% 

自主防犯・防災

の体制づくり 

2% 
介護施設の整備 

7% 
その他 

1% 

13 区、公民館、村づくりなど各種団体の活動や行事は、地域の活性化に役立っていると思い 

ますか？ 

           （単位：人） 

 

 

○その他 

・ 努力はしていると思います。 

・ 効果はどうか不安に思う。 

・ あまり変わらない。 

 

14 将来の地域づくり計画となる「三重・森本里力再生計画」で優先すべき課題は何だと思い

ますか？次に当てはまるものを三つ選んでください。 

                                      （単位：人） 

農業の持続できる体制づくり 100 青少年教育 6 

高齢者福祉対策 55 地域のＩＴ（情報技術）戦略 3 

独居老人対策 35 地域コミュニティの再構築 22 

過疎地の集客機能 31 救急医療体制整備 37 

Ｕ・Ｉターンなど定住者の受け入れ体制整備 90 自主防犯・防災の体制づくり 9 

空き家対策 19 介護施設の整備 38 

特産品の開発 25 その他 4 

産業お越し雇用の場の創出 77 計 551 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他  

・ 道路をよくする。 

思う 107 

思わない 22 

わからない 47 

努力が足りない 11 

その他 4 

計 191 



  

はい 

35% いいえ 

65% 

15 当地域に必要だと思われるあなたが希望する施設はありますか？ 

 

       （単位：人） 

はい 51 

いいえ 95 

計 146 

 

 

○どんな施設でしょうか？ 

 

 老人介護施設。（8人） 

 スーパーマーケット、コンビニ（。6人） 

 手打ちうどん屋。 

 子供の遊び場、かっこいい市営住宅の建設をしてほしい。 

 住民の集う場。 

 地域の共同作業所、農業機械の作業場。（3人） 

 介護施設の整備が必要。 

 三重区内に交通（バス）の便が無いのは不便です。是非通るようにして欲しい。 

 遊具のある公園。（4人） 

 誰でも使える、集まれるコミュニティホール。 

 グランド整備。 

 公民館の整備（高齢者には歩きにくいと思われる坂道）・子供達が安心して遊べる広場がな

い。遊具もない。 

 公園、三重歴史館、利用したい時に使用できるサロンホール、スポーツ施設。（現在の公民

館はお年寄りにとって選挙に行くことも不便な場所） 

 病院、医療機関の充実。（5人） 

 公園（子供の遊べる場所）、両方の地域の交流できる公民館的な場所、直売所（広い場所で

トラック市みたいなことも）、特産品を作るにあたり加工ができる調理ができる施設。 

 子供の集まるところ。（図書館みたいなところ） 

 飲食店、直売所。 

 循環型農業のできる堆肥を作る施設、お年寄りと子供の交流ができる場所。 

 村の人達が気軽に立ち寄りお茶など飲め、コミュニケーションができる場所。 

 住民が活用しやすい体育館、宿泊施設など。 

 病院、学校、保育所。 

 避難所。 

 公民館など。 

 道路の整備。 

 教育施設、小学校、保育所。（4人） 

 問１６に相当するモノ。 

 森本工業団地の土地をアウトレット施設に。 

 



  

はい 

50% 

いいえ 

50% 

楽しい 

14% 

地域のため

に必要だか

ら 

31% 
伝統を守る

ため 

12% 

頼まれたか

ら 

11% 

楽しくない 

13% 

忙しい 

8% 

不必要だと

思うから 

2% 

その他 

9% 

はい 

26% 

仕方なく

引き受け

る 

39% 

引き受け

ない、

断ってい

る 

35% 

16 地域行事に積極的に参加していますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

17 地域行事に参加、または参加しない理由は何ですか？（複数回答可） 

 

            （単位：人） 

 

 

○その他 

 身体の具合が悪いため。（5人） 

 面倒、住民の話に上がりたくない。参加したくない。 

 息子夫婦に参加してもらう。 

 高齢のため。（3人） 

 昔と比べコミュニケーションの場所が少なくなってきた。葬儀、薬師祭、大川さん等の行事。 

 介護を必要とする家族がいるし他方から引っ越してきた人にはその土地の行事の明細がわ

かりにくい。 

 引っ越してきたばかりで分からない。 

 積極的に参加はしていませんができるものには参加します。興味が無い、興味が持てない。 

 興味がない。興味がもてない。 

  

 

18 地域の役員などを快く引き受けていますか？ 

 

              （単位：人）    

 

 

はい 93 

いいえ 92 

計 185 

楽しい 32 

地域のために必要だから 71 

伝統を守るため 27 

頼まれたから 26 

楽しくない 29 

忙しい 18 

不必要だと思うから 4 

その他 22 

計 229 

はい 40 

仕方なく引き受ける 59 

引き受けない、断っている 53 

計 152 



  

他のこと

で忙しい 

26% 

大変だか

ら 

50% 

組織や団

体の活動

に必要性

を感じな

い 

1% 

その他 

23% 

はい 

30% 
いいえ 

70% 

19 地域の役員などを快く引き受けない理由は？ 

 

           （単位：人） 

 

 

○その他 

 頼まれないから、頼まれてもしない。 

 息子夫婦に任せている。 

 役員ばかりが忙しい。責任を押し付けられる。 

 高齢につき。（4人） 

 組織や団体の活動に必要性を感じない。 

 行事が多すぎるのでは？ 

 依頼されたことなし。 

 順番的な所があるため。 

 学生なので引き受けられない。 

 大変だから。（3人） 

 頼まれたことがありません。（今まで忙しかったではないかと思います） 

 役員により能力不足と感じる。 

 身体的理由。 

 引き受けない人が得する制度だから。頼まれたことが無い。 

 

20 地域の組織の見直しが必要と感じますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

○具体的にどの組織、または団体   

   

 区や隣組を中心に。 

 三重区行政の体制。（4人） 

 村づくりの団体を今以上に良くする。 

 老人会の行事に参加する年代。 

 若者の減少で組織のメンバーは同じなので一つにできる所はまとめていく。 

 村づくり委員会。（2人） 

他のことで忙しい 24 

大変だから 47 

組織や団体の活動に

必要性を感じない 

1 

その他 21 

計 93 

はい 39 

いいえ 92 

計 131 



  

はい 

35% いいえ 

65% 

はい 

76% 

いいえ 

24% 

 婦人会。（3人） 

 老人会独自の活動も人数も減っていると思う。 

 よく分からないが、メンバーがいつも同じ顔ぶれ。 

 消防団。（2人） 

 重なって役をするのは大変。 

 活動実態が良くわからない。 

 ２組、３・４組、５・６・７組、８・９組に合併する。 

 

 

○新たに必要だと思われる組織、団体 

 

 活動しやすい場所、人、世話人等。 

 毎年の区費を審査する機関。 

 三重区評議員会。（隣組長会のほかに） 

 区、公、他の行事のボランティアグループ。 

 組織の見直しではなく、中身の充実が求められている。 

 若い人の集まり。（20～30代） 

 農業法人（田畑の集約、集落営農組織） 

 

 

21 農業をされていますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

○はいと答えた方、これからも農業を続けたいと思いますか。 

 

（単位：人） 

はい 48 

いいえ 15 

計 63 

 

 

 

 

 

 

はい 64 

いいえ 121 

計 185 



  

積極的に進め

る必要がある 

33% 

個人でやれる

ので組織化は

必要ない 

4% 

必要だが無理

である 

12% 

栄養携帯など

の条件次第で

考える 

13% 

わからない 

37% 

その他 

1% 

はい 

55% 

いいえ 

45% 

22 集落営農を進めないと先行き営農持続は難しいと考えられますが、あなたは集落営農組織 

化をどのように考えますか？ 

 

            （単位：人） 

積極的に進める必要

がある 

53 

個人でやれるので組

織化は必要ない 

6 

必要だが無理である 19 

営農形態などの条件

次第で考える 

20 

わからない 58 

その他 2 

計 158 

 

○その他 

 先がないから。 

 未経験者でも農業ができる組織が良い。 

 誰かがやってうまくいったら乗ろうというような見方の人が多いだろうから先頭を切る人

材が現れにくい風土だと感じる。 

 営農形態などの条件次第で考える。（2人） 

 必要だが無理である。 

 当事者ではないのでよくわかりません。 

 早くやらないと手遅れになります。 

 

23 農地を所有されていますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい 99 

いいえ 80 

計 179 



  

現在も貸し

ていて、こ

れからも貸

したい 

52% 

新規参入者

に貸しても

よい 

22% 

売却したい 

5% 

放っておく 

14% 

その他 

7% 

はい 

95% 

いいえ 

5% 

はい 

61% 

いいえ 

39% 

24 農地を所有されていて、農業を始める予定のない方は、現在お持ちの農地を今後どうして 

いく予定ですか？ 

 

              （単位：人） 

 

 

 

   ○その他 

 自分の家のだけ。 

 売却したい。 

 新規参入者に貸しても良い、売却、転用したい。ほっておく。 

 誰でも良い、貸したい。 

 新規参入者に貸しても良い。 

 耕作してくれる人がいないためほっている。 

 ほっておく。（2人） 

 

 

25 あなたは、地元産のお米を食べていますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

26 山林を所有していますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

現在も貸していて、これから

も貸したい 

31 

新規参入者に貸してもよい 13 

売却したい 3 

放っておく 8 

その他 4 

計 59 

はい 184 

いいえ 9 

計 193 

はい 113 

いいえ 71 

計 184 



  

現在自ら管

理してい

て、これか

らも自分で

管理してい

く 

10% 

管理を森林

組合などに

委託したい 

18% 

売却したい 

14% 

植林以外の

利用方法も

考えたい 

3% 

放っておく 

50% 

その他 

5% 

望んでい

る 

24% 

望むが期

待できな

い 

34% 

なるよう

にしかな

らない 

41% 

その他 

1% 

○はいと答えた方は、現在お持ちの山を今後どうしていく予定ですか？ 

（単位：人） 

 

 

○その他 

 先の事はわからない。 

 場所が不明なので使い道がわからない。 

 どう利用したいかわからない。 

 植林以外の利用方法も考えたい。 

 ほっておく。（4人） 

 ほっているが、予定を考えていない。 

 寺の土地なので話し合いで考える。 

 売却したい。 

 

 

27 先祖から受け継いだ家や田畑、山林を自分の子孫が後継してくれることを望んでいます 

か？ 

（単位：人） 

 

 

 

○その他 

・ なるようにしかならない。 

 

 

 

 

現在自ら管理していて、 

これからも自分で管理 

していく 

10 

管理を森林組合などに 

委託したい 

18 

売却したい 14 

植林以外の利用方法も 

考えたい 

3 

放っておく 51 

その他 5 

計 101 

望んでいる 40 

望むが期待できない 58 

なるようにしかならない 70 

その他 1 

計 169 



  

ある 

8% 

ない 

43% 

考えたこと

がない 

49% 

ある 

21% 

ない 

79% 

 28 当地域のものづくりで経営が成り立ちそうなものはありますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

29 当地域で市場へ出せる特産品がありますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

○あると答えた特産品 

 柿などの農産物。 

 野菜。（4人） 

 米（コシヒカリ）。（20人） 

 さつま芋など。（以前、村づくり委員会でも取り組んだ） 

 小豆、椎茸、さつま芋、野菜。 

 かあちゃん漬けの伝承。 

 特A米、野菜等の加工品。 

 水菜。 

 

  ○今後ものづくりとして取り組んでみたいものがあれば記述して下さい。 

 プランターでできる果樹。（ブルーベリーなど） 

 三重ブランドにしネットで紹介安価販売。 

 小規模少量生産の野菜→直売所 

 昔は三重ごぼうが有名だったが今は作る人もほとんどいない。体力がいるし、動物の被害が

あるから。 

 オリジナルな三重特産の加工食品。 

 わからない。 

 ストーリーのある品。 

 山の芋。 

 

 

 

 

 

ある 14 

ない 70 

考えたことがない 80 

計 164 

ある 29 

ない 106 

計 135 



  

思う 

44% 

思わない 

13% 

考えたこと

がない 

43% 

人 

15% 

自然環境 

30% 

山林 

5% 里山 

5% 

水 

13% 

農地 

10% 

景観 

5% 

組織 

2% 

コミュニティ 

3% 

歴史的文化遺

産 

2% 

滝 

0% 

立地条件 

3% 食品 

1% 

イベント 

4% 
その他 

2% 

新聞 

24% 

区等組織広

報 

37% 

回覧板 

30% 

防災行政無

線 

7% 

その他 

2% 

30 あなたは地域に何か役に立つことをボランティアとして協力しようと思いますか？ 

 

（単位：人）  

 

 

31  当地域のお宝は何ですか。また、地域おこしに役立つ資源はなんですか？ 

 

（複数回答可） 

（単位：人） 

 

 

 

  ○その他 

 高速 

 満天の星 

 

32  地域の動きを知る情報源は何ですか？ 

（単位：人） 

 

 

思う 78 

思はない 23 

考えたことがない 77 

計 178 

人 51 

自然環境 99 

山林 15 

里山 18 

水 45 

農地 35 

景観 17 

組織 6 

コミュニティ 9 

歴史的文化遺産 5 

立地条件 9 

食品 4 

イベント 13 

その他 8 

計 334 

新聞 42 

区等組織広報 65 

回覧板 52 

防災行政無線 13 

その他 3 

計 175 



  

活用すべ

き 

30% 

今のまま

でよい 

54% 

わからな

い 

16% 

持ってい

る 

78% 

持ってい

ない 

22% 

使える 

52% 

使えない 

44% 

使えない

が習いた

い 

4% 

○その他 

 区等組織広報、回覧板、防災行政無線。（8人） 

 防災行政無線。（12人） 

 回覧板、防災行政無線。（11人） 

 知人の話から。 

 口コミ、公民館便り。 

 回覧板。（24人） 

 区等組織広報、防災行政無線。（2人） 

 区等組織広報、回覧板（。3人） 

 地区の人、家族。 

 知らない。 

 区等組織広報。（2人） 

 友人から。 

 

33 防災行政無線はもっといろんな情報の伝達に活用されるべきと思いますか？ 

 

単位：人） 

 

 

 

34 あなたは携帯電話を持っていますか？ 

 

（単位：人） 

持っている 155 

持っていない 43 

計 198 

 

 

 

 

35 あなたはパソコンが使えますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

活用すべき 54 

今のままでよい 97 

わからない 29 

計 180 

使える 104 

使えない 87 

使えないが習いたい 7 

計 198 



  

使える 

51% 
使えない 

49% 

乗れる 

85% 

乗れない 

12% 

単車には

乗れる 

3% 

マイカー 

85% 

バイク 

3% 

自転車 

1% 

バス 

3% 

誰かに乗

せてもら

う 

7% 

タクシー 

1% 

その他 

0% 

いる 

83% 

いない 

10% 

いるが

近くに

はいな

い 

7% 

36 あなたはインターネットが使えますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

37 あなたは車に乗れますか？ 

 

（単位：人） 

乗れる 166 

乗れない 23 

単車には乗れる 5 

計 194 

 

 

 

38 買い物や病院通いの交通手段は何ですか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

39 あなたは困ったときに相談できる人はいますか？ 

 

（単位：人） 

いる 162 

いない 19 

いるが近くにはいない 14 

計 195 

 

 

使える 100 

使えない 95 

計 195 

マイカー 165 

バイク 5 

自転車 2 

バス 6 

誰かに乗せてもらう 13 

タクシー 2 

その他 1 

計 194 



  

家族 

89% 

隣人 

1% 

友人 

9% 
その他 

1% 

大切にし

ている 

87% 

していな

い 

12% 

必要では

ない 

1% 

○いると答えた方、それは誰ですか？ 

 

（単位：人） 

 

 

○その他 

 民生児童委員・ケアマネさん 

 

 

40 あなたは近所付き合いを大切にしていますか？ 

 

（単位：人） 

 

 

 

41 あなたの現在、もしくは将来の生活でもっとも不安に感じていることをあげてください。 

 

（自由記述） 

 ＴＰＰ。 

 近所には年寄りばかり。１件若い方がおられるが仕事が忙しく昼も夜も留守のようだ。 

 仕事がいつまで続けられるか。 

 働く場所がない。 

 収入。（3人） 

 天変地異。 

 結婚、結婚できないのではないかと不安。（4人） 

 病気、通院、健康状態。（6人） 

 老後。（4人） 

 高齢になった時（車に乗れなくなってから)病院や日用品等の買い物に困る。 

 子供の通学方法。 

 今後の地域の担い手をどう育てていくか。人数がたりない。 

 人口の減少は成長が望めない。 

 体が動かなくなった時。だが死ぬことは心配していない。 

 暮らし全般。 

 自分の子供達都会においていながら老後の身の振り方に悩む。 

家族 149 

隣人 2 

友人 15 

その他 1 

計 167 

大切にしている 157 

していない 21 

必要ではない 2 

計 180 



  

 私たちの代にかわってから農業が続けてやっていけるのか、畑作りができるのか、どうなっ

ていくのか不安です。 

 老後の生活、地域の若者、子供の減少。 

 区の事ではなく年金制度の改悪や京丹後市への米軍の配備など、政治や京丹後行政のやり方

に不安を感じています。 

 毎日。 

 老いていつか自立生活ができなくなる時がくること。 

 子供がいなくなる。 

 人口減。 

 近くに大きな病院がない。 

 高齢になった時に一番足がなくなる（交通手段）事で生活が困る。 

 地元に働く場所がないため他地域に働きに出ていかなければいけないので、地元の人同士の

交流も少なくなってしまうのではと思う。 

 将来、若い者が田畑、山を管理しないので荒れるのが不安。 

 子供の事よりも親の事が心配だ。両親の介護が同時ということもあり得る。（自分と夫の親） 

 親が子に対して、農家が非農家に対して、田舎の農業が魅力あるものとして伝えていない気

がする。 

 定年後の生活資金。 

 しっかりとした収入がとれるかどうか心配。 

 区民を怒鳴りつける区長は必要ない。 

 車が無いと、どこにも行けないこと。（買い物等）大雪の時の対策。 

 人口減少、若者の減少、施設の減少。 

 人口が減ること、働き口が少ないこと。（2人） 

 金銭問題。（税金、年金など） 

 高齢者又は独居老人になった時の生活支援。 

 認知症になり子供に迷惑をかけること。 

 年齢が一年一年大きくなっていく事。 

 一人暮らしになった場合不安です。 

 祭りとか地蔵盆が人手不足でできなくなる。 

 家の継続、跡取りの事。 

 特米の収入に対する支出の心配。（出る方が多すぎる、特に寺） 

 病院から退院をせまられたり、家での生活が困難になった時の受け皿が無い。近所付き合い

を大切にしているつもりでも昔と比べるとかなり疎遠になっており、近所の事でも知らない

事が多い。 

 マイカーに乗らなくなった時の交通手段。 

 年金生活のため、一人暮らしになった時。 

 子供が遠くにいるためどちらかが欠けた時、病気などになった時、大雪など自然災害を考え

ると不安です。 

 夫婦二人共元気な時はいいが、そうでなくなった時。 

 家内が死亡した後私が生きている事。私が早く死んだら問題なし。 

 高齢社会での活動の減少。 

 仕事の関係で跡取りが出ており、夫婦二入暮らしで老後が不安である。 



  

42  当地域の活性化に必要な意見、アイデイアをお持ちでしたら提案下さい。 

 

 ある物を活かすのがいいのでは？大内峠の水は良い。実際、科学的に証明して水を活かした

商品などを開発する。視察などもいいですが、外部から人を招いて何かに役立つ事を定期的

に講演してもらうとかする。指導してもらうなど。 

 婚活パーティ。 

 住民の協力性がとぼしい。 

 住民が一同に集まれる行事。（運動会、盆踊り等） 

 名勝、遺跡スタンプラリー。(１０時から１５時まで）毎年、参加賞あり。 

 かつては農業、機業で十分食べていけたのが今では兼業でないと農業ができず。また、団体

を作っても農業に従事できる人数は限られているので、兼業は無くならないと思う。大きな

会社を引き入れるのではなく、自己の環境を売りにするのも一つの策かと。 

 三重区で遊べる所、もっときれいにしてほしい。大勢の人との遊び。 

 三重、森本合同で運動会の開催参加できるような内容でみんなが楽しみにするような運動会

を何年かに一度行っていく。（人々のつながり） 

 森本ＩＣ付近に「道の駅」を作り土産、地元品、食料品等を売る施設を作り、人々の集まる

場にする。地域の活性化を図るとか。？ 

 行政活動に希望があれば高校生等の学生さんも入ってもらえば、若い力の必要性が伝わるの

ではないでしょうか。 

 荒れて作り手のない畑とかをグラウンドゴルフ場とかゲートボール場とか公園にして、他所

の人達に利用してもらうようにすれば地域も活性化につながるのではないかと思います。 

 現在のスポーツセンターの名前は良いですが、狭いしあまり利用出来ていないのでもう少し

大きくして冬や雨の日でもみんなが使用できる場所として改善したらと思います。 

 やっぱり人との絆かな。文化展などは良い取組だと思う。 

 世界的に失業者が問題になっている時代この地域だけで何かアイデアをと言っても骨折り

損になりそうに思う。 

 少ししかないが人畜に触れていない清水を活用した生産物を生み出す。具体的にその”生産

物”が浮かばない。 

 公民館の駐車場（公民館の周辺の整備） 

 保育所の建物がそのままで生かされていない。 

 大人も子供もゆっくりとできる楽しめる場がない。 

 三重グランドを整備する。《保育所の建物も含めグランド、公園、遊歩道、スポーツ（テニ

スかゲートボールか…）の総合文化施設を作る》 

 竹野川周辺と”土砂災害特別警戒区域”以外の周辺の開発。（避難場所としても…) 

 外部委託。 

 三重グランドの広い場所があるので休耕田に花を植えたり、農業体験を都会の人にしてもら

ったりのイベントにもっと活用したらどうか。 

 空き家を宿泊できるようにする。 

 グランド掃除をしても以前より草がいっぱい生えているのは。 

 人数が少なくなったからでしょうか。 

 竹野川の橋の塗装がはげているのが気になる。 

 竹が増えているのも気になる。 



  

 国道から近いという立地を生かして何かできないか？(物品の販売、観光的なもの） 

 グランドを憩いの場にしたい。 

 河川沿いの道もきれいにして散歩コースに。 

 大企業誘致。安い市営団地を増やす。I ターン、U ターンで人を増やす。空き家を安い家賃

で入居させる。特産品開発。 

 森林を破壊しない程度に都市化！！ 

 農作物を活かす。 

 大内峠を利用して観光施設、レジャーなどつくる。（土地を出す） 

 低価格で住居を提供する。区が補助する。 

 地産池消の食事ができたら。 

 三重グランドの公園化。 

 農業の集約化を早急にするべきです。農機が集約できる→役割分担で作業をやれば良い。又

は時間給料で対応しても良い。 

 坐禅会。 

 高齢者の活用。 

 世代間交流の機会を多くする。休耕田に花を植える。 

 老、若、経験を通して話し合い、そして提案することです。 

 市役所職員の賃金を半分にし（当然時間は半分です）人員を倍にする。 

 一次産業でも生活できる様になるかも？ 

 

43  当地域全般についてご意見があればどんなことでも結構ですので自由に記述してくださ

い。 

 

 日本全国どこにでもある農村の地域の一つだと思います。この状況を(自然環境)廃れること

なく維持することが一番大事かと思います。京丹後の入り口になるのでそこをうまく利用で

きたらいいですね。歴史的に見ても地域的に見ても当地は重要な地であるので、何か道の駅

的なものができたらいいです。 

 農村の環境は、農家が水田等を耕作することで保たれている。農業者がいなくなれば草刈も

できないので快適な生活環境は保てないと思う。農業がやれるような体制を進める事が必要

と思います。 

 住民同志のコミュニケーションが少ない。 

 住民の協力性を強化する必要性あり。 

 人の悪い噂、好きな人達や地区や部落等の格を気にする。自分(家)のほうが上だとかそうい

った面倒なことを気にする人がいる限り、何も良くならないし若者は出ていく一方だと思う。 

 地域活動を支えている団体がいろいろあり、かなりうまく動いていると思います。その点で

特別な不満はありません。近所づきあいもあります。 

 都会に住んでいたこともありますが、孤立感は都会のほうがかなり大きいと思います。この

地域から子供が離れていき、軒数が減っている事が不安です。 

 三重は道幅が狭いので、バイパスを作ってほしい。 

 改善センター下の空き地を有効活用していく。 

 地域の人が集まれる憩いの場（公園にする。地元でとれた農産物など売る場を設ける。） 

 子供の遊べる場所がグラウンドだけで、もう少し遊具とか何か遊べる遊具（お金をかけなく



  

ても、タイヤとか木で作ったりした何か）が、少しでもあれば親も子も三重で遊べて良いか

なと思います。ただグラウンドがあるだけでは魅力がないし活気もないと思います。 

 ２～３ヶ所に無料の駐車場があるといい。 

 村づくり委員会の若い人達が先頭に立って村の将来計画に取り組んで欲しい。 

 同じ人ばかり、同じ顔ぶれの人ばかりが役員をしたり、行事に参加をしているような気がし

ます。 

 年間を通して行事はたくさんあるが、関わっている人がほとんど同じ。何も関わらない人も

もっと協力すべきだと思う。関わる事への意識を変えなければ地域も良くならない 

 多くの組織があるが名称は違っても関わっている人はほぼ同じで本当にご苦労様です。組織

の整理と事業をされる時、従来のものを続けたり依存するのではなく、新しい発想を取り入

れるためにも住民アンケート等、多くの声を聞いていただき事業を行っていく事が大切だと

思います。 

 山林・林道を活用した事業を考えあて欲しい。 

 若者がいなくなり、老人ばかりになる！！ 

 アンケート内容が広範囲すぎてむずかしい。 

 50～70 代の田畑を耕作していない無職の人達が沢山おられるので、まだ体力もあるしそ

の人達が積極的にやれる事を考えたらよいと思う。草刈を頼むとか、どこかで軽作業を一緒

に受託するとか。まだまだ働けるのにもったいない。他地区では 70歳を過ぎた女の人が働

きに行っているのを知っている。昔の三重は働き者として知られていたが今は変化している。

金持ちが多いので余裕があるからかな？・テレビでしているお見合い大作戦をして人口を増

やしてはどうでしょうか。 

 そんなに多くない人口なので、もう少しみんな住民の名前がわかるくらいの付き合いができ

ればいいと思います。 

 他の地域より賃金が低いため、民間賃貸の家賃では生活が苦しい。若い人は都会へ逃げてし

まう。地域全体の賃金 up が必要。（限られた企業が何軒も会社をもっている割に労働者の

賃金が低くすぎるのではないか。この様な企業が地域をダメにしてしまう） 

 仕事の選択が多く、賃金が高く、安い家賃で住め生活が楽になりになり、お金の蓄えができ

る地域になれば自然と人は増えると思う。 

 地区におけるマイク放送は聞きづらい。 

 三重区内にローソンが欲しいです。ファミマやセブンイレブンじゃなくローソン一択！！ 

 森本に田を取られる。 

 他方から引っ越してきた人が行事(祭り）に参加する時に誘ってもらったり、体の不自由な

人が安心して暮らせるように声掛けなどわからないことがあれば聞ける体制づくり。 

 大宮第三小が木質バイオマスセンター化するに伴い、マングローブの根本に居る『藻』類『オ

ーランチキオキトリウム』（国内では沖縄のものが良質）に弥栄町舟木丹後エコエネルギー

センターでできた液肥を食わせてできた油。この油を元にした、バイオ燃料を使った環境に

やさしい発電施設を関連企業（三菱、日立、GE（ゼネラルエレクトリクス）、パナソニック

電工）、大学、京丹後市、京都府の助力、産学公連係事業として域内、市内の新産業（雇用

の場）として立ち上げる。まずは実証実験として域内に（三重森本）内に旧町内（大宮町） 

 子育てするにも、地域とつながりながら生活するにもとても良い所です。保育所、小学校が

なくなり、将来に不安は大きくなっています。里力再生計画に期待します。 

 雪が少なくなり、犯罪が増えなければ生きていくのに良い所だと思っています。一人では何



  

もできないので、人口が減り続けないように何か取り組めてもらいたいと思います。 

 もし自然環境をPRするのであれば中途半端に開拓しないほうが良いと思います。 

 子供の教育する場所やボランティア先生など、教室を開く。土日など（公民館を使用） 

 三重グランドの有効活用、米作りのエリアと果樹のエリアと指定する。（遊休地などの利用） 

 若年者のリーダーをつくる事が必要。 

 三重区は長い集落ですので、各々避難場所が違います。特定せず話し合って丹後震災を想起

したら交通網、困難な中地元住民のニーズに応えてほしい。 

 


